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1. （仮称）イワタニ水素ステーション 東京東久留米
2. （仮称）イワタニ水素ステーション 横浜戸塚
3. （仮称）イワタニ水素ステーション 埼玉川口
4. （仮称）イワタニ水素ステーション 愛知一宮
5. （仮称）イワタニ水素ステーション 奈良大安寺
6. （仮称）イワタニ水素ステーション 和歌山南インター
7. （仮称）イワタニ水素ステーション 兵庫姫路
8. （仮称）イワタニ水素ステーション 仙台空港
9. （仮称）イワタニ水素ステーション 長野北長池
10.（仮称）イワタニ水素ステーション 浜松インター
11.（仮称）イワタニ水素ステーション 福井灯明寺
12.（仮称）イワタニ水素ステーション 三重四日市
13.（仮称）イワタニ水素ステーション 広島西
14.（仮称）イワタニ水素ステーション 熊本南
15.（仮称）イワタニ水素ステーション 東京羽村

1. イワタニ水素ステーション 宮城仙台
2. イワタニ水素ステーション 埼玉戸田
3. イワタニ水素ステーション 芝公園
4. イワタニ水素ステーション 東京池上
5. イワタニ水素ステーション 東京有明
6. イワタニ水素ステーション 東京葛西
7. ニモヒス水素ステーション九段＊
8. イワタニ水素ステーション 甲府
9. イワタニ水素ステーション 愛知刈谷
10.とよたエコフルタウン水素ステーション
11.ニモヒス水素ステーション昭和橋＊
12.愛知県庁移動式水素ステーション＊
13.ニモヒス水素ステーション稲沢＊
14.イワタニ水素ステーション 愛知熱田西
15.イワタニ水素ステーション 新潟中央
16.イワタニ水素ステーション 大津
17.イワタニ水素ステーション 大阪森ノ宮
18.イワタニ水素ステーション 大阪本町＊
19.イワタニ水素ステーション 大阪住之江

20. イワタニ水素ステーション 関西国際空港
21. 関西国際空港産業車両用水素インフラ
22. イワタニ水素ステーション 尼崎
23. イワタニ水素ステーション 大阪伊丹空港
24. イワタニ水素ステーション 和歌山太田
25. イワタニ水素ステーション 岡山南
26. イワタニ水素ステーション 山口周南
27. イワタニ水素ステーション 小倉
28. イワタニ水素ステーション 福岡県庁＊
29. イワタニ水素ステーション 羽田空港
30. イワタニ水素ステーション さいたま西
31. イワタニ水素ステーション 相模原中央
32. イワタニ水素ステーション 御殿場インター
33. イワタニ水素ステーション 京都久御山
34. イワタニ水素ステーション 愛知長久手
35. イワタニ水素ステーション 名古屋葵
36. イワタニ水素ステーション 名古屋鳴海
37. イワタニ水素ステーション 堺美原
38. イワタニ水素ステーション 群馬高崎

＊移動式水素ステーション

イワタニ水素ステーション（国内）

既存

整備中
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稼働中38か所

整備中15か所

2021年3月時点



・液化水素原料の定置式オフサイト型

・82MPa －40℃ の圧縮水素ガスを1時間に

30kg＝330Nm3充填

・遠隔監視型セルフ

液化水素設備
蓄圧器圧縮機 ディスペンサー

（プレクーラー内蔵）

水素ステーションの自立化に向けた前提条件

水素ステーション概要
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水素ST 整備費の削減額と検討項目

◆蓄圧器におけるバルブ類の合理化（削減）

◆配管や弁類への汎用材の使用

◆障壁・防火壁設置基準見直し、管理棟の簡素化

◆遠隔監視型セルフ水素STによる人件費削減

◆充填ホース、シール・パッキン類の耐久性向上

◆各種検査点検、メンテ周期の延長

水素ST 運営費の削減額と検討項目

水素ステーションの自立化の姿
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4.5億円
▲0.6億円削減

現行

43百万円／年

▲8百万円／年削減

現行

※現行価格はMETI殿資料2019年実績を引用

※

※

7０0台相当
※FCバス、FCトラックはFCV 30台に換算

自立化が見込める１ＳＴあたりのＦＣＶ台数

※現行価格はMETI殿資料2019年実績を引用



既存ガソリンスタンドへの水素ST建設
を容易にする規制見直しを要望①

従来の水素ST

８00m2～
1000m2程度

都心の狭い敷地に建設する場合（例えばＧＳ跡地等）、敷地外への
保安距離を確保するために高い障壁が必要となる

国・業界へのお願い①（規制見直し）
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高さ２ｍ程度の防火壁
（場所によっては高さ６ｍ以上の障壁） 高さ８ｍ程度の障壁が必要

ＧＳ跡地等

５00m2程度

５００㎡程度の狭い敷地における障壁高さの緩和につい
てご検討頂きたい



既存ガソリンスタンドへの水素ST建設
を容易にする規制見直しを要望②

ＧＳ敷地内に水素ＳＴを併設する場合、それぞれの事業者が
異なると敷地内に発生する敷地境界線に対して防火壁または
障壁が必要（同一事業者の場合は不要）

国・業界へのお願い②（規制見直し）
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Ａ社
水素ＳＴ

Ａ社
ＧＳ

Ａ社
水素ＳＴ

Ｂ社
ＧＳ

敷地境界線防火壁または障壁

それぞれの事業者が異なる場合でも敷地境界線に対する
防火壁を不要とできる規制見直しを要望したい

事業者が
異なると



人件費削減効果の大きい遠隔監視型セルフ
水素スタンドの保安体制見直しを要望

保安監督者

巡回点検 兼
緊急駆け付け要員

遠隔監視員

国・業界へのお願い➂（規制見直し）
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保安監督者が兼任できるステーション数を４カ所まで
許容頂きたい（現在は１ヶ所）



水素ステーションの整備推進

現状 2021年 今後

38ヵ所 53ヵ所

+15ヵ所

73ヵ所

+20ヵ所程度

イワタニの取組み①

100億円投資予定
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※土地の取得状況、ＪＨｙＭの整備計画
を踏まえながら検討



イワタニの取組み②

国内のCO2フリー水素サプライチェーン

褐炭 CCS＋

CO2フリー
水素

廃プラスチック

有機系廃棄物
改質・精製

改質・精製

（北海道での事業化を検討中）

PKS・ウッドチップ 電気分解
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（事業化検討を開始）



イワタニの取組み➂

生産規模の拡大を図り、周辺地域での利用を促進

今後の方針

FH2R（福島水素エネルギー研究フィールド）
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国内のCO2フリー水素サプライチェーン



イワタニの取組み④

海外のCO2フリー水素サプライチェーン
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国内外での水素サプライチェーン構築

イワタニの水素ビジョン
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ご清聴ありがとうございました


